
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研修報告 
弁護士に学ぶ 介護事故対応 

～介護事故におけるリスクとその対応～

～ 

令和３年２月２９日（月） 

施設内研修報告 
高齢化による困りごと ～健康編～ 

加齢に伴う体の変化 

令和３年１月２５日（月） 

 介護事故という言葉をニュースなどでもたびたび聞くことがありますが、介護事故とは福祉サービス

等のサービス提供中に起こる事故を言います。交通事故などの事故に比べて裁判の判例の数は少ないも

のの、年々増えてきています。介護事故全般の特徴として、被害者が高齢であり、すでに基礎疾患があ

るために、損害が拡大しやすいこと（事故の影響で容易に寝たきり、死亡につながりやすい） 

 被害者の証言が得られにくい(被害者が認知症であったり、死亡事故案件となることが多い)がありま

す。 

 介護事故を予防するために、介護の仕事は危険が伴う仕事であり、事故が起きないとは考えないこと。

人員の配置の工夫や安全確認のチェックリストを作成し、その都度声を出して確認するなど、仕組みと

して事故の発生を防止する必要があります。事故の原因は介護していた担当者の不注意とは限らないた

め、個々の職員の注意に責任をゆだねるのではなく、仕組みとして事故を防止していくことが大切です。 

 Ｒ3 年の 4 月でゆいまあるは開所してから 19 年目を迎えますが、今後も利用者さん、保護者の方々

が安心して通所して過ごすことができるよう、介護事故の予防に努めていきたいです。 

                                    （文責 栗田 百江） 

 細胞が老化すると機能が衰えます。古い細胞はやがて死滅しますが、その場所に新しい細胞が置き

換わり臓器は良好のまま維持していきます。しかし一部の臓器では死滅しても置き換わらないものが

あります。それは精巣、卵巣、肝臓、腎臓で、老化とともに減少していきます。また、健康な高齢者

の場合脳細胞は失わずにいますが、アルツハイマー病やパーキンソン病などにかかった人の脳細胞は

著しく減少していきます。 

 心臓と血管が固くなり、心臓に送り込まれる速度が遅くなります。動脈が固くなり血液が送り出さ

れたとき、拡張しにくくなり血圧が上昇します。それ以外にも聴覚の変化は騒音と加齢によります。

加齢とともに、高音が聞き取りにくくなります。また 50 代になると、味覚や嗅覚が徐々に衰え始めま

す。 

他にも体の変化はまだまだありますが、このような症状は、自分では改善は難しいですが血圧の上昇

や糖尿病のリスクを減らすことはできると思います。運動や食事の改善で体重を減らすだけで血圧や

血糖値を正常に近づけることができると思います。簡単に体重を減らすのは難しいですが少しずつ続

けていければ今以上悪くはならないのでは、と思います。 

                                    （文責 池田 浩） 

https://www.google.co.jp/url?sa=i&url=https%3A%2F%2Fpublicdomainq.net%2Fmay-koinobori-0031948%2F&psig=AOvVaw2v56hkG7MD87MruEekBEO_&ust=1621322411166000&source=images&cd=vfe&ved=0CAIQjRxqFwoTCMCiuu2W0PACFQAAAAAdAAAAABAF
https://www.google.co.jp/url?sa=i&url=https%3A%2F%2Fillust-okiba.com%2F6996&psig=AOvVaw2PSRFJbg_LUTUlyFRo9qmu&ust=1621322518652000&source=images&cd=vfe&ved=0CAIQjRxqFwoTCOD-6ZyX0PACFQAAAAAdAAAAABAL


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設内研修報告 

虐待防止について 
令和３年３月８日（月） 

 毎年 2回虐待をテーマにして施設内研修を行っています。今回の研修では、自分たちが行っている支

援の中でも虐待につながってしまいそうなことはないか？改善策やこのようにしたほうが良いのでは

ないか？疑問に思っていること、自分ならこのように支援するなど意見交換をして自分たちの支援の仕

方について話し合いました。答えがすぐ出るものでは無かったが、他グループの支援者の意見を聞くこ

とで今の自分たちの支援の仕方、対応の仕方を考える良い機会になりました。 

  虐待を予防するためにはどうしたらいいのか？ 

 （事業所における虐待防止の仕組みづくり） 

 

① 他者の眼……固定化されていない他者が事業所に出入りできる環境づくり。 

② めざす（倫理綱領・行動規範）……事業所に倫理綱領という憲法は必要です。 

③ 高める（研修）……研修会という人を育てる場を充実させる。 

④ ただす（事業所内権利擁護機関）……各々の支援スタッフの認識のズレが、利用者を戸惑わせて    

しまいます。組織内第三者の眼が必要。 

⑤ 気づく（啓発）……ミーティングや会議などあらゆる機会で、意図的に情報発信をして共通課題    

を認識する。 

⑥ つながる（連携）……日常的に自由に会話や議論、情報発信のできる環境づくりをする。 

⑦ 隠さない（情報公開）……事実と原因の究明過程も含め情報公開をする。 

⑧ 聴く（信頼関係）……本人の声を聴き、本人が問いかけていることの背景を探す。難しい場合は               

保護者からうかがうこと。 

などが挙げられます。虐待は防ぐことができるものです。今後も自分たちの行動に責任をもって支援

していきたいと思います。 

（文責 佐藤 潤） 

 

 

＜令和 3 年度施設内研修計画＞ 

テーマ《利用者や環境の変化に気づき時代に合った福祉を学び身に付ける。》 

  ゆいまあるが知的障害者通所更生施設として開所してから、今年で 19 年目を迎えます。 

19 年の間には障害に関する法律や制度の大きな変化だけではなく、障害のとらえ方、差別の

考え方など変わってきています。今の時代に合った福祉とは？今の利用者に適した支援とは何

か？を皆で考えて学んでいきます。 

                                （文責 栗田 百江） 

 

https://www.google.co.jp/url?sa=i&url=https%3A%2F%2Fanimegazoku.blogspot.com%2F2020%2F06%2Fblog-post_21.html&psig=AOvVaw0bfiEpTxn2xDx07NA-BpYa&ust=1620895370834000&source=images&cd=vfe&ved=0CAIQjRxqFwoTCKCimP7fw_ACFQAAAAAdAAAAABAE
https://www.google.co.jp/url?sa=i&url=https%3A%2F%2Fblog.hitachi-net.jp%2Farchives%2F51553770.html&psig=AOvVaw1-eL0yqVGXWv64RhdGBXJk&ust=1620895471981000&source=images&cd=vfe&ved=0CAIQjRxqFwoTCOCXxK_gw_ACFQAAAAAdAAAAABAD
https://3.bp.blogspot.com/-ySg3xYBM7TI/VXOTlsC8QQI/AAAAAAAAuBY/_2EwmSKgRPA/s800/family_gyakutai_hogo.png

